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事例から学ぶ

➡この他にも事例が報告されています。

■事例の詳細
新型コロナウイルス感染症の20歳代の女性患者にゾコーバ錠125mgが処方された。
患者に妊娠または妊娠している可能性について確認したところ、月経が予定日より
遅れており、妊娠の可能性があることを聴取した。処方医に疑義照会を行った結果、
薬剤が削除になった。

■推定される要因
患者は、医療機関でも妊娠について尋ねられたが、妊娠している可能性まで考慮して
返答していなかった。

■薬局での取り組み
ゾコーバ錠125mgが女性に処方された場合は、妊娠または妊娠している可能性に
ついて確認を行う。

【病態禁忌】

経口新型コロナウイルス感染症治療薬に関する事例
＜疑義照会や処方医への情報提供に関する事例＞

【併用禁忌】

【同効薬の重複】
◆施設に入所中の患者にラゲブリオカプセル200mgが処方された。薬剤師は、施設職員から
患者に他の医療機関からパキロビッドパックが処方されていることを聴取した。薬剤師
がラゲブリオカプセル200mgを処方した医師に疑義照会を行い、削除となった。

【検査値】
◆ 患者にパキロビッドパック300が処方された。薬剤師は患者から腎機能障害がないことを
聴取した。パキロビッドパック300は中程度の腎機能障害患者に投与するため、処方医
に疑義照会を行った結果、パキロビッドパック600に変更となった。

◆ 患者にゾコーバ錠125mgが処方された。患者はゾコーバ錠125mgと併用禁忌のラツーダ
錠40mgを服用しているため、薬剤師は処方医に疑義照会を行った。処方医によると、
患者から併用薬はないと診察時に聞いた、とのことであった。疑義照会の結果、ゾコーバ
錠125mgがラゲブリオカプセル200mgへ変更となった。
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◆ 18歳未満の患者にラゲブリオカプセル200mgが処方された。ラゲブリオカプセル
200mgは18歳以上が対象であるため、薬剤師は処方医に疑義照会を行った。ラゲブリ
オカプセル200mgからゾコーバ錠125mgに変更となった。

【患者の年齢】

◆ 90歳代の患者にラゲブリオカプセル200mgが処方された。患者は今まで嚥下困難は
なかったが、交付の翌日、カプセルが大きくて飲み込めないと薬局に相談があった。製薬
企業が提供しているデータを見て、脱カプセル後に懸濁して服用させても薬剤の
吸収に問題はないと判断した薬剤師は、処方医に情報提供を行った。協議の結果、カプ
セルを外し水に懸濁した直後に服用することとなった。薬剤師は、懸濁後2時間以降の
データはないこと、懸濁せずに粉末を服用した場合のデータはないこと、妊婦への曝露に
注意する必要があることについて患者に説明した。

【患者の服薬状況】

ポイント
●ラゲブリオカプセル200mg及びパキロビッドパック600/300は特例承認、ゾコーバ錠
125mgは緊急承認された薬剤であり、承認時における有効性及び安全性に係る情報は
限られている。処方及び調剤する際は、添付文書を正確に理解すること、製薬企業が
提供する情報やガイドラインを確認することなどにより、薬剤が適切に使用されるよ
う努めることが重要である。

●パキロビッドパック600/300とゾコーバ錠125mgは、併用禁忌及び併用注意の薬剤が
多数ある。適切な薬物治療を提供するため、患者の薬剤服用歴やお薬手帳の確認及び
患者への聴き取りを行い、服用している薬剤との併用の可否を精査する必要がある。

●ラゲブリオカプセル200mgとゾコーバ錠125mgは、妊婦または妊娠している可能性
のある女性に禁忌である。医療機関での確認時に、患者本人が妊娠している可能性は
ないと伝えていても、経口コロナ治療薬を投与後に妊娠が判明した事例が製薬企業に
報告されている。薬局薬剤師による妊娠または妊娠している可能性の有無の再確認と、
服用後の避妊期間などについての説明が重要になる。

●急性疾患に罹患した際は、患者が日頃利用している医療機関や薬局を利用できないこと
がある。そのような場合においても患者に適切な薬物治療を提供するために、地域の
医療機関と薬局が連携し、患者情報を共有しやすい体制を構築することが望ましい。


